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魅力ある職場づくりセミナーを開催しました！ 

企業の人材定着を目的に，１１月１８日（水）に

登米合同庁舎にて「魅力ある職場づくりセミナー」

を開催しました。講師に社会保険労務士の須田氏，

県内の先進企業である株式会社アステムの佐藤氏を

お招きし，市内企業の経営者向けに働き方改革の現

状や離職防止に関する取組事例などを紹介していた

だきました。 

 参加者からは「就業制度の取組や各種認定制度を

知ることができ，自社でも取り組んでみたい」と

いった感想をいただきました。 

地方振興部 

登米地域だより 

R３ 冬号 

研修の様子 

宮城オルレ「登米コース」ガイド育成研修会を 
開催しました！ 

地方振興部 

 11月26日（木）に，先駆的にオルレ運営に取

り組んでいる「気仙沼・唐桑コース」において，

宮城オルレ「登米コース」ガイド育成研修会を開

催しました。 

 前半は，唐桑町観光協会 事務局長の千葉氏から

オルレコースと地域住民の関わり等について講演

をしていただきました。後半は現地講義として

「気仙沼・唐桑コース」の一部を，ガイドの会の

熊谷氏と実際に歩きました。熊谷氏によると「ガ

イドをする上で最も気を付けていることは“安全

管理”であり，説明ポイントはお客様の好みに

よって調整しながら進めている」とのことでし

た。 

 参加者は，地域における協力体制の築き方やガ

イドの運営方法などについて，熱心に学んでいま

した。 

唐桑半島ビジターセンターでの講義の様子 現地講義の様子 
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「登米農業マイスター制度」による新規就農者支援！ 

 登米市では毎年30人前後が新規就農していま

す。親元に就農する方もいますが，自身で新しく

経営を始める独立就農者については，技術力・経

営力向上の支援が重要となります。 

 そこで，登米農業改良普及センターでは平成28

年から「登米農業マイスター制度」を開始しまし

た。当制度は新規就農者に対し，関係機関（登米

市・農業委員会・JAみやぎ登米・普及センター）

が認定した篤農家（マイスター）を派遣して個別

技術指導を行うもので，早期経営安定を目的とし

ています。 

 これまで，「きゅうり部門」４人，「露地野菜

部門」５人，「りんご部門」１人，「繁殖牛部

門」１人の計11人の新規就農者を支援してきまし

た。 

今後も普及センターでは，関係機関と連携した新

規就農者支援を実施していきます。 

農業振興部 

 マイスターによるりんごの個別技術指導   マイスターによる繁殖牛の個別技術指導   

食べて応援～学校給食で登米市産黒毛和牛が提供～  

 新型コロナウイルス感染症の影響により昨年2

月頃から牛の枝肉価格や子牛の市場価格が低下し

生産者に大きな打撃となっています。その対策の

一環として，登米市内の小中学校や幼稚園では，

県産牛肉学校給食提供支援事業を活用し，昨年10

月から月1度程度給食にビーフシチューやミニス

テーキ等で登米市産の黒毛和牛が提供されていま

す。 

 市や農協などで構成する登米市和牛振興協議会

では，例年登米市産仙台牛を給食に提供していま

したが，今年は2月まで登米市内の５つの学校給

食センターごとに計5回提供される予定です。 

提供されたビーフシチュー  登米市内中学校での給食の様子  

東部家畜保健衛生所 
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埋却演習（埋却準備：石灰散布１回目） 

「特定家畜伝染病の発生時における埋却演習」を実施しました！ 

 令和2年11月11日に，宮城県建設業協会登米

支部と登米地域事務所主催による「特定家畜伝染

病の発生時における埋却演習」を開催しました。 

 この演習は，豚熱等の特定家畜伝染病の発生時

に円滑な埋却作業を行う目的で，平成29年度から

開催しており，今年で4回目となります。 

 埋却演習は，登米市東和町の（株）日進運輸建

設様の社用地を会場として行われ，県建設業協会

登米支部の会員20社のほか石巻支部及び気仙沼支

部の会員18社，県及び市，JA，県畜産協会の職

員など約130名が参加しました。 

 当日は，防護服の着衣演習や埋却準備，殺処分

した家畜の吊り込み，埋戻の演習を行い，実際の

埋却作業を想定した一連の流れを確認しました。 

 県登米地域事務所では，万が一，特定家畜伝染

病が発生した場合は，埋却作業が円滑に進むよ

う，県建設業協会登米支部をはじめ各関係機関と

協力して対応してまいります。 

農業農村整備部 

県登米地域事務所吉田所長より あいさつ 

＜東部地方振興事務所 登米地域事務所からのお知らせ＞ 

 東部地方振興事務所 登米地域事務所では，11月から

公式InstagramとTwitter をスター

トしました！ 

 登米ならではの景色や食べ物，季節のおすすめスポッ

トなど，登米地域の様々な魅力情報を職員目線で発信し

ています。 

 「#ほっとめーしょん」にたくさんの情報が集まるよ

う，ぜひ皆さんもSNSで登米の魅力情報を発信する際

は，「#ほっとめーしょん」を付けて投稿してくださ

い！ 

Instagram Twitter 
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 宮城県土木部では，震災復興期のあとの社会資

本整備計画について令和３年度から実施する県全

体の総合計画に基づき，分野別計画として「新土

木建築行政推進計画」を策定中です。 

 登米地域では平成３０年度から土木事務所・地

方振興事務所・登米市の職員で「登米地域事業検

討ワーキング」を立ち上げ，地域の社会資本整備

の方針を検討しているところです。今年度も引き

続き検討を進め，これを踏まえて登米地域におけ

る計画策定の参考にしたいと考えています。 

  

●会議の枠組み 

・登米地域（社会資本整備）事業検討ワーキング 

（メンバー）県東部土木登米地域事務所 

      県東部地方振興登米地域事務所 

        登米市            （全体で13名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●意見交換の内容（過年度分も含む） 

 ○地域の課題の抽出 

 ○課題解決に向けた取組の検討 

 ○基本方針（案）の検討 

 ○基本方針（案）の修正・追加【Ｒ2】 

 ○具体的な整備事業や取組の検討【Ｒ2】 

 

●ワーキングでの意見について 

 登米地域は１世帯あたりの自動車保有台数が最

も多く，また道路１ｋｍあたりの事故件数も多い

こともあり，さらに新型コロナ禍の今，自家用車

は欠かせないものとなっており，参加者からは道

路整備に関する意見が多く出ています。 

 また，登米地域の特徴として東部に山間部はあ

るものの，低平地が多く近年の局地的大雨で各所

の被害が拡大傾向にあることから，河川整備や内

水対策を進めることも必要ではないか，との意見

もあります。その他，雇用機会や産業育成，少子

高齢化など他の地域と同様な問題があります。 

 このワーキングで職員同士が横のつながりを持

ち，登米地域がよりよい方向へ向かうことを意識

しながら，それぞれが業務にあたっていくことを

期待しています。 

  

登米地域（社会資本整備）事業検討ワーキングについて 
東部土木事務所登米地域事務所 

〈ワーキングの様子〉 

令和３年１月発行/宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所（地方振興部） 

〒９８７－０５１１ 宮城県登米市迫町佐沼字西佐沼１５０－５ 

ＴＥＬ：０２２０－２２－６１２３  ＦＡＸ：０２２０－２２－７５２２ 

 次代を担う

若手の方々

です 


